
ステ ファン ヌ ・マラルメ訳

『エ ドガ ー ・ポ オ 詩 集 』 にっいて

エ ドゥア ー ル ・マ ネ画(墨 絵)

最 近 、 本 学 中 央 図 書 館 蔵 と な っ た 稀 槻 本 、

マ ラ ル メ の 仏 訳 に よ る 『エ ド ガ ー ・ポ オ 詩 集 』

(1888年 刊)に 関 し て 若 干 述 べ て み た い と 思

う 。 ま ず 参 考 ま で に 、 原 書 名 を 以 下 に 記 し て

み る と次 の 如 く で あ る 。

LESPOEMESd'EDOGARPOE,Traduction

deSTEPHANEMALLARMEavecportraitet

fleuronparEdouardManet,ABruxelles,chez

r6diteurEdmondDeman,MDCCCLXXX、 皿.

(『エ ド ガ ー ・ポ オ 詩 集 』、 ス テ フ ァ ン ヌ ・マ

ラ ル メ 訳 、 エ ド ゥ ア ー ル ・マ ネ に よ る 肖 像 画

と 扉 絵 カ ッ ト付 、 ブ リ ュ ッ セ ル 、 エ ド モ ン ・

ド ゥマ ン書 店 、1888年 。)

こ の詩 集 出 版 に至 る経 緯 を概 観 す る に先

立 って、原著 者エ ドガー ・アラ ン ・ポオ(1809

-1849
、 フ ラ ンスで は 普通 エ ドガー ・ポ オ と

呼 ばれ る こ とが 多 いが 、ポ オ 自身 は2才 で孤

児 とな った後 、彼 の養 父 とな った ジ ョン ・ア

ラ ン とい う富 裕 な商 人 の 姓 を もつ け てエ ド

ガー ・ア ラ ン ・ポ オ と名 のって い る)の こ とに

教養部助教授 沼 田 五 十 六

触れることか ら始めてみよう。

ポオと言えば、推理小説 ファンの人なら恐

らく、日本 におけるこの道の草分けのひとり、

あのおどろお どうしい 『パノラマ島奇談』や 『陰

獣』 の作者、江戸川乱歩の名を思い浮かべ る

か も知れない。あるいは、昭和30年 前後 に少

年時代 を送った世代の人ならば、あの懐か し

い 「少年探偵団」の歌 も思い起 こすか も知れ

ない。ポオの作 品に余 りに も耽溺 し過 ぎた結

果、自分 のペ ンネームを心 酔 し尊敬す る作家

の名前 にしたところに、江戸川乱歩 という作

家の並々ならぬ 自信が窺 えるわけだが、これ

も、 コナ ン ・ドイルがシャーロ ック ・ホーム

ズという名探偵 を創 り出す以前に、『モルグ街

の殺人事件』(41年)や 『盗 まれた手紙』(45年)

とい う一連 の推理小説の中で デュパ ンなる探

偵を活躍 させていたポ オの導 きがあったれば

こそだろ う。ポオの短 い生涯で創作の最盛期

にあった とされ る1838年 か ら1844年 の問に書

かれた作品の大半 も、『アッシャー家の崩壊』

(39年)や 『赤死病の仮面』(42年)等 の傑作

を含めて、緊密な構成 をもった短編小説の類

が主で あったことは確かである。 しか し、彼

の処女 出版(27年)が 『チ ムール大帝』 と題

された詩であ り、また、45年 に発表 された彼

の生涯 で初めて大評 判 を博 した といわれ る

『鴉』(『大鴉』 とも訳 され る)も 詩 だったこ

とは単 なる偶然ではない。後世の評価 は どう

あれ、彼 自身は 自己の詩作品 を重視 していた

ようであ り、その死の前年 に世に出た畢生の

大作、詩 とも小説 ともいえない、強いて宇宙

的交響楽 とで も形容すべ き 『ユ リイカ』(『ユー

レカ』 ともいう)を 自ら散文詩 と呼 んでいる
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の も頷 け るこ となの で あ る。 要 す る に、緻 密

に計 算 され尽 く した諸 短編 小 説 も、 ポ オ にお

いて は詩作 品 と表 裏 を成 す もの で しか な か っ

た とい うこ となので あろ う。

次 に、 マ ラル メの訳 詩 集 に も当 然収 録 され

てい る 『鴉』 に関 して少 々付 言 して お こ う。

ポ オは この 詩 を発 表 した翌 年 に、 この詩 の成

立 過 程 を 『構 成 の 原理』 と題 す る作 品 にお い

て 自ら解 説 して 見せ てい る。そ の中で ポ オは、

彼 自 ら処 々で ミ超絶論者.(transcendentalist)と

呼 ん で い る、 詩作 にお い て理 性 よ りも直 感 を

優先 させ る一部 の 人 々 を念 頭 に置 い た上 で、

「一 番 よ く知 られ て い る 『鴉』 を例 に とって

み よ う。 そ の構 成 の 一 点 た りと も偶 然 や直感

に は帰 せ られ ない こ と、す なわ ち この作 品 が

一歩 一 歩進 行 し
、数学 の問 題 の ような正確 さ

と厳 密 な結 果 を もって完 成 され た もので あ る

こ と を明 らか に した い と思 う」 と書 い て、 こ

の詩 が偶 然 と詩 的直 感 の産 物 で は な く、幾 何

学 の よ うに綿密 に推 敲 され た もの で あ るこ と

を、高 らか に宣 言 して い るの であ る。 この詩

論 の要 点 をポ オ の言葉 を借 りて述べ る とす れ

ば、「快 感 は、専 ら同 じこ との 反復 とい う感 じ

か ら引 き出 され る。 そ こで ぼ くは、全体 と し

て 音 の単 調 さは守 りな が ら、一一方 で は絶 えず

思 想 の単 調 さ を破 る こ とに よって、 効果 に変

化 を もたせ 、そ れ に よって 効果 を高 め る こ と

に した。つ ま り、畳 句(リ フ レ イ ン)そ の も

の は殆 ど変 えず 、畳 句 の使 い 方 に変 化 を もた

せ て、絶 えず 斬新 な効果 を生 み 出す こ とを心

に決 め た ので あ る」 とい う こ とに なる だ ろ う

か。 この畳句 とは"nevermore"「 最 早 ない」(マ

ラルメ訳で はりamaisplus")と い う語 であ り、

呪 文 の よ うに鴉 の 口か ら繰 り返 し洩 れ 出る こ

の言 葉が 、暗 欝 な状 況 に置 か れ た主 人公 の理

性 の 閉塞 す る様 を描 写 す る上 で 、見事 な効 果

を産 み 出 して い る。 この よ うに 、普通 、怪 奇

と幻 想 の 作 家 と見倣 されて い る ポ オは、研 ぎ

澄 ま され た 感性 と分析 的 な思 考 と を兼 ね備 え

た詩 人で もあ ったので ある。

と ころで 、 ポ オ を初 め て 全 うに評価 し、大

衆 か ら蟹 楚 を買 って い た(例 え ば、27才 の年

に13才 の 従妹 と結 婚 した こ と、 飲酒 癖 に よる

酒乱 の気が あった こと、泥酔 の果て にボルテ ィ

モ ア の路 上 で行 き倒 れ、4日 後 に病 院 の ベ ッ

ドで死 亡 した こ と等)彼 の不 運 に彩 られ た生

涯 を擁 護 したのは他 で もな く、 『悪 の華』(1857

年 初 版)の 詩 人 ボ ー ドレー ル(1821-1867)

で あ った。彼 は 自己 の詩 作 の傍 ら、 ポ オの 主

要 な作 品 の翻 訳 に意 を注 ぎ、 の ち に象徴 主義

と呼 ば れ る こ とに な る文芸 思 潮 の先鞭 を付 け

たので ある。少 し遅 れて現れ たマ ラルメ(1842

-1898)も ま た、 ボー ドレー ル の訳 業 に 触発

され て で はあ るが、 ポ オ に心 酔 しきった 詩 人

であ っ た。 マ ラル メが まだポ オの詩 す ら読 ん

で い な か った と思 われ る1859年 に 、既 にボ ー

ドレールが 『構 成 の原理』 の訳 を添 えて 『鴉』

の 訳詩 を発表 してい たに も拘 らず、 なぜ 彼 は、

敢 えて この詩 の訳 を世 に 問 うたのか。 それ は、

彼 が30才 の 頃 知 り合 っ た、 ル ノ ワール やモ ネ

の 先 輩格 にあ た る マ ネ(1832-1883)の 存 在

な く して は考 え られ な い。 あ るい は、 自分 の

前 に大 き く立 ち は だ か る か に見 え た ボ ー ド

レール の詩 業 を乗 り越 え よ う と して 、 この 先

達 の成果 を も省 みず 、 自己 の訳 詩 を世 に問 う

た のか も知 れ ない。 とい うの もマ ラル メは、

1875年 に マ ネの 石版 画 挿絵 六葉 入 りの豪 華版

『鴉』(LECORBEAU)を 出 版 してい るか らで あ

る。 ただ この版 本 は、 マ ラ ル メ及 びマ ネの ま

だ正 当 に評 価 されて い な か った時 代 の、時 宜

を得 ない試 みだ ったか らか 、240部 とい う小部

数 の発 行 を もって 中止 され て しま う。 な お こ

の 版 は 『鴉』 一 編 の み の 訳 詩(但 し原 詩 の

"THERAVEN"を 添 え て)を 掲 載 した もの で

あ って 、88年 版 の訳 詩 集 に は、マ ラル メが 既

に折 りにふ れ文 芸雑 誌 の処 々 に発 表 して いた

19編 の訳 詩 が加 え られ る こ とに な る。 彼 は、

ほ ぼ ポ オの詩 業 の全 体 像 を見渡 せ る とい って

もよい この訳詩 集 に、75年 の 『鴉』 に はなか っ

た マ ネの イ ラ ス トを載 せ た か った よ うだ が、
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認 剛_滅 洗ぬ 勧瀦 副 几幽

鋸 繭 畑 一の
ス テ フ ァン ヌ ・マ ラル メの 献 辞(直 筆)

それ もマネの死によって果たせず、マネによ

る鴉 の頭部 を描 いた墨絵 とポオの 肖像画を加

えるだけで満足せ ざるを得なかったようであ

る。 いずれにせ よ、貧窮に明 け暮れ、評価 さ

れるよ りも殆 ど中傷 の矢面に立たされ続 けて

いたポオと、文学 を信頼 し、詩の極北 を追 求

し過 ぎたあ まり、20才 台の後半に狂気一歩手

前 までい く危機 に見舞 われつつ も、一見穏 や

かそうな生涯(彼 の表向 きの職業は リセの英

語教師であった)を 送ったかに見えるマ ラル

メ との間には、 どこかで通底するものが あっ

たに違いない。

最後に、 この訳詩集出版に纏 わるエ ピソー

ドを少 し紹介 しておこう。 この出版 の前年 に

マラルメの代表作 のひとつ、『半獣神の午後』

を出版 した レオン ・ヴァニエなる人物が、当

初 この訳詩集の版権 を握 っていたのだが、こ

の頃ある友人に宛てた手紙の中でマラルメは

次のように書いている。「この本の出版につい

てはヴァニエが実権 を持 っていますが、彼 は

ぼ くをうんざりさせ るため に、また金銭の不

如意から際限な く出版 を引 き延ば しているの

です。」 この友人とは即 ちベルギー出身の象徴

派詩人エ ミール ・ヴェラーレンのことだが、

結局彼 のと りな しで、 この訳詩集はヴァニエ

書店 からで はな く、ブ リュッセルの ドゥマ ン

書店 から発刊 の運 びとなったのであった。 こ

の出 し抜けの仕業にヴ ァニエ は立腹 し、 この

悶着 はパ リ第5区 の調停裁判所に持ち込 まれ

る羽 目になるのだが、そこでなんらかの合意

が成 ったのか、翌89年 に、 ドゥマ ン書店の豪

華本 と内容 は全 く同 じなが ら、簡素な普及版

という体裁でヴァニエ書店からも 『エ ドガー ・

ポオ詩集』が世 に出たのであった。この事実は、

マラル メの頑な一面 をよ く物語 るエ ピソー ド

だ と言 え るだ ろ う。 因 み に、 本学 中央 図書 館

蔵 の 『エ ドガー ・ポ オ詩 集』 は、全部 で850部

印 刷 され た もの の うちマ ラル メ用 に とって お

かれ た75部 の うちの一つ で、通 しナ ンバ ー812

と印 刷 され た刊 本 で あ り、 そ の 中扉 の上 部余

白 に アル ベ ール ・ロバ ン とい う友 人 に宛 て た

マ ラ ルメ直 筆 の ブ ルーの イ ンク に よる献辞 が

書 か れ て い て、 この意 味 で も世 界 に二 つ とな

い稀 襯本 とい うこ とにな る。

【追記】

マ ラルメはある時、晦渋な詩 ばか りをなぜ

書 くのかとい う世間の非難 に対 して、「新聞以

外の ものはどう読んだらいいのか御存知でな

い方が多す ぎるのだ」 と答えたと言 われてい

る。 また最近、 日本のある評論家が、高等数

学に も匹敵する高逼な詩がなければ文学 に進

歩はあ り得ないのではないか、 という主旨の

発言 をしているが、ポオ、ボー ドレール、マ

ラルメともに、生涯 を賭 して 自己の詩 を高等

数学の域 に まで高めようと努力 した詩人達な

のであった。

比較的簡単に手 に入 りそうな参考文献 を以

下に挙げておこう。

(1)『ボー詩集』 阿部 保訳、新潮文庫

(2)『黒猫 ・モル グ街の殺人事件』 中野 好

夫訳、岩波文庫

(3)『ポオ全集』(全3巻)佐 伯 彰一 ・福永

武彦 ・吉田 健一編、東京創元社

(4)『悪の華』 鈴木 信太郎訳、岩波文庫

(5)『マ ラル メ詩集』 鈴木 信太郎訳、岩波

文庫

(6)『マ ラルメ詩集』 加藤 美雄訳、関西大

学出版部(各 詩 ごとに詳細な解題が付 され

ているので便利かも知れない。)
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